
Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
5
月
12
日
に
港
湾

部
会
、
13
日
〜
14
日
に
公
正
慣

行
委
員
会
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
）
・
運
営

委
員
会
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
―
Ｓ
Ｇ
）
を

オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で

開
催
し
た
。
全
国
港
湾
か
ら
は

竹
内
委
員
長
、
玉
田
書
記
長
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
上
村
書

記
局
員
が
参
加
し
た
。

冒
頭
Ｉ
Ｔ
Ｆ
会
長
兼
港
湾
部

会
長
で
あ
る
パ
デ
ィ
・
ク
ラ
ム

リ
ン
よ
り
、
参
加
す
る
各
国
組

合
の
紹
介
と
開
催
に
あ
た
り
尽

力
し
た
地
元
オ
ラ
ン
ダ
労
組
へ

の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の

後
24
年
マ
ラ
ケ
シ
ュ
大
会
で
公

開
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
相
互
尊
重

方
針
の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
会

議
は
始
ま
っ
た
。

マ
ラ
ケ
シ
ュ
大
会
で
決
議
さ

れ
た
6
つ
の
変
革
の
た
め
の
要

求
を
柱
と
す
る
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
た
進
捗
状
況

を
も
と
に
会
議
は
進
行
し
た
。

会
議
中
盤
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｆ
書
記

長（
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
コ
ッ
ト
ン
）

が
参
加
し
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に

取
り
残
さ
れ
て
い
る
船
員
の
状

況
、
問
題
解
決
に
向
け
た
ロ
ン

ド
ン
本
部
で
の
取
組
み
等
が
報

告
さ
れ
た
。

各
国
組
合
か
ら
の
発
言
や
連

帯
要
請
は
多
岐
に
亘
っ
た
が
、

予
定
さ
れ
て
い
た
暫
定
議
題
は

議
事
通
り
執
り
行
わ
れ
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
け
る
説
明
責
任

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
環
境

や
組
織
化
の
課
題
に
関
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
自
動
化
・

Ａ
Ｉ
化
を
計
画
し
て
い
る
ド
バ

イ
ポ
ー
ツ
（
Ｄ
Ｐ
ワ
ー
ル
ド
）

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
事
組
合

（
Ｍ
Ｕ
Ａ
）
の
争
議
が
報
告
さ

れ
た
。
会
議
で
は
Ｍ
Ｕ
Ａ
が
作

成
し
た
動
画
が
公
開
さ
れ
た
。

30
秒
程
の
動
画
で
あ
っ
た
が
、

働
い
て
い
る
労
働
者
が
仕
事
を

失
い
消
え
て
し
ま
う
映
像
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
動
画
は

Ｍ
Ｕ
Ａ
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
閲
覧
で
き
る
。

イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
制

度
の
見
直
し

新
設
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ
イ
ン
ス

ペ
ク
タ
ー
制
度
見
直
し
作
業
部

会（
Ｉ
Ｒ
Ｗ
Ｇ
）は
、
現
役
イ
ン

ス
ペ
ク
タ
ー
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
査
察
活
動
が
複

雑
化
し
、
付
随
す
る
業
務
が
増

え
て
い
る
こ
と
、
イ
ン
ス
ペ
ク

タ
ー
自
身
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
問
題
が
発
生
し
て
い

る
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。見

直
し
グ
ル
ー
プ
は
35
項
目

か
ら
な
る
新
た
な
勧
告
を
作
成

し
た
。
こ
の
最
終
決
定
は
2
年

後
の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
で
承
認
を
得
る
予

定
で
あ
る
。

対
国
際
船
員
組
合
（
Ｉ

Ｓ
Ｕ
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

マ
ラ
ケ
シ
ュ
大
会
で
採
択
さ

れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｕ
に
対
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
取
組
み
が
報
告
さ
れ

た
。
Ｉ
Ｔ
Ｆ
は
25
年
5
月
に
暴

露
記
事
「
海
事
業
界
を
弱
体
化

さ
せ
る
偽
物
の
労
働
組
合
」
を

発
表
し
て
い
る
。
会
議
で
は
ス

ロ
ベ
キ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｕ
の
映
像
が

公
開
さ
れ
た
。

（
Ｉ
Ｓ
Ｕ
は
元
Ｉ
Ｔ
Ｆ
職
員
が

作
っ
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ
に
対
し
て
敵
対

的
な
組
合
組
織
）

Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
へ
の
連
帯
支
援

全
国
港
湾
は
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
へ
の

連
帯
支
援
に
関
し
て
、

「
一
連
の
問
題
解
決
に
向
け
、

Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
を
通
じ
、
内
部
で

も
議
論
を
行
っ
た
。
こ
の
問
題

に
関
し
全
国
港
湾
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ

の
取
組
み
で
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
出
来
る
限
り
の
協
力
を

慎
重
に
行
う
。
つ
い
て
は
Ｉ
Ｔ

Ｆ
と
し
て
の
声
明
文
作
成
を
依

頼
す
る
。
ま
た
関
係
者
・
契
約

当
事
者
が
不
明
確
に
よ
り
困
惑

し
て
い
る
の
で
、
正
確
な
情
報

が
必
要
で
あ
る
。
（
要
旨
）
」

と
発
言
し
た
。

港
湾
部
会
か
ら
は
全
国
港
湾

の
協
力
的
な
姿
勢
に
感
謝
と
今

後
は
正
確
な
情
報
の
提
供
を
進

め
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

経
過

26
年
3
月
8
日
、
米
国
オ
レ

ゴ
ン
州
ク
ー
ス
ベ
イ
港
に
着
岸

し
た
船
の
荷
役
作
業
に
Ｉ
Ｌ
Ｗ

Ｕ
（
国
際
港
湾
倉
庫
労
働
者
組

合
）
の
組
合
員
が
使
用
さ
れ
て

い
な
い
事
、
地
域
の
標
準
者
賃

金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
る
と
す
る
事
案
が
発

生
。Ｉ

Ｌ
Ｗ
Ｕ
は
地
域
の
労
働
条

件
を
守
る
立
場
と
し
て
現
地
で

抗
議
行
動
を
展
開
し
た
が
、
事

態
の
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。関

係
す
る
本
船
が
日
本
に
寄

港
す
る
予
定
が
わ
か
り
、
Ｉ
Ｔ

Ｆ
港
湾
部
会
役
員
と
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ

と
全
国
港
湾
は
対
策
会
議
（
リ

モ
ー
ト
）
を
行
い
、
抗
議
行
動

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
。

結
び
に

会
議
で
は
未
だ
に
終
結
の
見

え
な
い
戦
争
に
よ
る
影
響
が
生

々
し
く
も
報
告
さ
れ
た
。
単
独

で
解
決
で
き
な
い
課
題
に
対
す

る
力
は
団
結
で
あ
り
、
国
際
連

帯
の
必
要
性
と
そ
れ
が
も
つ
強

さ
を
再
認
識
し
た
。

次
回
会
議
は
26
年
11
月
に
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
予
定
。

6
月
5
日（
金
）と
11
日（
木
）

の
2
日
間
、
全
国
港
湾
・
港
運

同
盟
で
26
春
闘
の
経
過
報
告
と

要
請
を
目
的
と
し
た
『
国
会
議

員
要
請
行
動
』
を
行
っ
た
。

要
請
行
動
で
は
立
憲
民
主

党
：
吉
田
忠
智
参
議
院
議
員
・

辻
本
清
美
参
議
院
議
員
、
国
民

民
主
党
：
杉
田
祐
一
事
務
局
次

長
、
日
本
共
産
党
：
畑
野
君
枝

衆
議
院
議
員
・
白
川
容
子
参
議

院
議
員
、
沖
縄
の
風
：
伊
波
洋

一
参
議
院
議
員
・
高
良
沙
哉
参

議
院
議
員
の
事
務
所
を
訪
問
。

26
春
闘
で
争
点
と
な
っ
た

『
独
禁
法
問
題
』
の
経
過
や
『
適

正
料
金
収
受
』
に
向
け
た
港
湾

産
別
労
使
の
取
り
組
み
、
特
定

利
用
港
湾
に
見
ら
れ
る
港
湾
の

兵
站
基
地
化
に
対
す
る
運
動
の

経
過
な
ど
を
報
告
し
、
我
々
の

運
動
へ
の
理
解
と
引
き
続
き
の

協
力
を
求
め
た
。

立
憲
野
党
各
議
員
か
ら
は
、

港
湾
産
別
が
直
面
し
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
『
現
場
の
声
と
し

て
極
め
て
重
要
だ
』
と
の
認
識

が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
適
正
料

金
収
受
に
向
け
た
労
使
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
『
物
流
の

持
続
性
を
確
保
す
る
う
え
で
不

可
欠
な
視
点
で
あ
り
、
国
会
と

し
て
も
注
視
し
て
い
く
』
と
の

前
向
き
な
回
答
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
特
定
利
用
港
湾
に
お
け

る
兵
站
基
地
化
の
動
き
に
つ
い

て
は
、
複
数
の
議
員
か
ら
『
地

域
住
民
へ
の
説
明
不
足
や
、
港

湾
の
平
和
利
用
原
則
と
の
整
合

性
が
問
わ
れ
る
問
題
だ
』
と
の

懸
念
が
示
さ
れ
、
今
後
の
委
員

会
審
議
や
政
府
へ
の
質
疑
の
中

で
取
り
上
げ
る
可
能
性
に
つ
い

て
も
言
及
が
あ
っ
た
。

要
請
行
動
を
通
じ
て
、
港
湾

産
別
と
し
て
の
問
題
意
識
が
国

会
議
員
に
確
実
に
共
有
さ
れ
、

今
後
の
政
策
議
論
に
反
映
さ
れ

る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
が
進
ん

だ
と
い
え
る
。
引
き
続
き
、
港

運
労
使
・
行
政
・
政
治
の
三
者

が
連
携
し
、
港
湾
産
業
の
健
全

な
発
展
と
労
働
環
境
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

労
働
時
間
規

制
の
議
論
が
本

格
化
す
る
。
高

市
首
相
が
議
長

を
務
め
る
日
本

成
長
戦
略
会
議

の
分
科
会
が
5

月
27
日
に
取
り
ま
と
め
を
行
っ

た
。
裁
量
労
働
制
の
適
用
対
象

に
つ
い
て
は
、
健
康
の
確
保
や

長
時
間
労
働
防
止
な
ど
の
乱
用

防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
前

提
に
『
見
直
し
の
検
討
』
を
行

な
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
検

討
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

事
は
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い

ほ
ど
健
康
を
損
ね
や
す
い
働
か

せ
方
だ
と
い
う
こ
と
だ
▼
使
用

者
に
労
働
時
間
の
管
理
義
務
は

な
い
。
ま
た
、
適
用
さ
れ
て
い

る
人
は
、
長
時
間
労
働
が
知
ら

れ
る
と『
能
力
が
低
い
』と
評
価

さ
れ
る
た
め
正
直
に
申
告
し
に

く
い
し
、
健
康
被
害
の
責
任
が

問
わ
れ
に
く
い
。
し
か
も
残
業

代
は
払
わ
な
く
て
い
い
の
だ
か

ら
、
使
用
者
は
ウ
ハ
ウ
ハ
で
あ

る
▼
今
後
の
流
れ
と
し
て
は
、

裁
量
労
働
制
の
実
態
調
査
を
始

め
、
遅
く
と
も
秋
に
は
労
働
政

策
審
議
会
で
議
論
す
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。
早
け
れ
ば
来
年
に

も
法
案
を
出
す
と
の
見
方
も
あ

る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
か
な

り
乱
暴
な
話
だ
。
そ
の
ほ
か
、

労
働
側
が
求
め
て
い
る
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
や
「
つ
な

が
ら
な
い
権
利
」
も
「
検
討
」

の
対
象
に
あ
が
る
が
、
方
向
性

は
不
明
瞭
。
過
労
死
ラ
イ
ン
ま

で
働
か
せ
る
方
策
を
労
働
行
政

が
指
南
で
き
る
よ
う
に
す
る
運

用
見
直
し
は
、
「
速
や
か
に
実

施
」
と
し
、
本
気
度
が
高
い
。

や
は
り
高
市
首
相
は
『
労
働
者

を
働
か
せ
た
い
首
相
』で
あ
る
。

国会議員要請
（適正料金・特定利用港湾などで）
国会議員要請
（適正料金・特定利用港湾などで）

港
湾
部
会
・
公
正
慣
行
委
員
会
と

運
営
委
員
会

―
Ｉ
Ｔ
Ｆ
―

港
湾
部
会
・
公
正
慣
行
委
員
会
と

運
営
委
員
会

―
Ｉ
Ｔ
Ｆ
―
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